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【概要】 

 旅⾏客の満⾜度に注⽬することは、旅⾏商品とサービスのマーケティングをする上で重

要な役割を占めています。本稿では、⽬的地の属性の重要性、パフォーマンス、モチベーシ

ョン、そして満⾜度の間の関係性について検証しています。⽬的地に対する旅⾏満⾜度は、

属性の重要性や、そのパフォーマンス、モチベーションに作⽤されると仮定されています。

また本稿では、⾃然⾊が強いリゾートである南東のバージニアにて調査を⾏いました。177

⼈のデータを⽤いており、観光客からの各属性の評価を調査し、それらを主成分分析し、満

⾜度とどのように関係があるか重回帰分析を⽤いて分析しています。結果から、Friendly 

Service/Quality が 1％以下で正に有意な結果を⽰し、10%以下では、⾷事や設備が正に有意

な結果として⽰されました。 

 

【感想】 

 結果を⾒ると、その⽬的地の設備などはもちろん有意な結果となっていたが、それよりも

統計的に強く有意となっていたのは、Friendly なサービスとサービスのクオリティーであ

る。やはり、そこで働くスタッフの気遣いや振る舞いひとつでも、その地へ馴染んでいない

観光客からすれば強い印象が残るのだと思います。結論としては、その環境に⾏って、⾃⼰

的に⽣み出すもしくは経験できることと、他者との関係があって到達する経験の 2 つに⼤

きく分けられると思います。前者は、設備や景⾊などが揃っていれば⼗分ですが、後者は、

接するスタッフ次第です。どちらも重要であることが⽰されている今、改めてトムハンクス

主演の「Cast Away」を思い出しました。無⼈島に⼀⼈残された主⼈公の話なのですが、そ

のような環境で、第⼀に「⽔」を求め、第⼆に「⾷糧」を探しました。そして、最後には、

バスケットボールに顔を描き「⼈間関係」を求めました。 

 無⼈島に限らず、都市でも同じなのだと思います。 


